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	六本木：みなさんこんにちは、今日は、霞が関太一さんのサービス担当者会議にご出席いただきありがとうございます。今日の会議では、太一さんの「お父様やご家族に迷惑かけてきたので自立した生活をしたい。将来は一人暮らしをしたい」というご希望をかなえるためにどんなことに取り組んでいけばいいのかということを皆さんと一緒に考える機会にしたいと思います。それでは、出席者の方の自己紹介をお願いします。
霞が関太一さん、霞が関つばささん、日比谷さん、川崎さん、豊田さん、本田さん、鈴木さん。

	六本木：ありがとうございました。太一さんからは、ピアハウスに入居して、ステップに通所しながら自立を目指したいとうかがっていますが、そのあたりのご希望を教えていただけますか。

	太一：これまで一人ではうまくいかなかったのでいろいろな人に協力をしてもらいながら生活ができたらと思っています。ただ、今は一人暮らしに自信がないので、グループホームで一人暮らしに向けた練習がしたい。それから一年後くらいの間には就職してお金を稼ぎたい。できれば飲食関係の仕事につきたいと思っています。それで、アパートを借りて、車を買って彼女とドライブに行きたいと思っています。

	六本木：それでは、お父様のお考えもお聞かせいただけますか。
つばさ：そうですね。いきなり一人暮らしは、私としても心配ですから、グループホームで生活の練習をして力をつけてほしいと思っています。

	六本木：ありがとうございました。太一さんはこの間、ピアハウスを体験利用されましたが、どんな感じでしたか。

	太一：やー。朝起きるのが苦手なんですよね。なんか迷惑かけちゃったんじゃないですか。洗濯も掃除も今までほとんどやったことがないので。教えてもらいました。できるようになりたいですね。

	六本木：どうですか。そのあたりのことも含めて、ピアハウスの川崎さんと、豊田さんからお話しいただきますか。
川崎：とても、やる気がある方ですから、掃除、洗濯などの日常生活の力は少しずつつけていきましょう。

	豊田：確かに、朝起きは苦手でしたね。就寝時間なども相談して決めましょう。

	六本木：太一さんが思っていることが他にもありましたらお話しください。

	太一：いやー。もう入院はしたくないんですよ。だから、通院や服薬もして、時々声が聞こえたり、不安になったりした時には相談に乗ってくれる人がいれば安心できると思っています。

	六本木：そうなると、太一さんのピアハウスでの目標は、アパートなどで一人暮らしをしていきたいという希望の達成のために、安心して相談できるようになること、洗濯、掃除等の生活力をつけること、仕事に行く生活リズムをつけるためにも、朝起きられるようになることなどがありますね。

	太一：そんな力をつけたいですね。

	つばさ：皆さんの力を借りて、太一にはしっかり力をつけてほしいと思っています。

	六本木：さて、次に通所サービスの利用を考えて、ステップの体験利用もされましたが、太一さんいかがでしたか。

	太一：できれば飲食関係の仕事に就きたいと思っています。そのために、カフェやそのほかの仕事を続けるための練習もしたいですね。まあ、体力的にも自信がないんですよね。集中する力、持続する力もなんですけどね。

	六本木さん：そうですか。ステップの本田さんと鈴木さんからもそのあたりのご意見をいただければと思っているのですが。

	本田：楽しい雰囲気のなか太一さんのできることを増やしていきたいと思っています。太一さんは手先が器用で丁寧に仕事をこなしていました。

	鈴木：体験利用は一生懸命にやっていましたので、引き続き頑張ってもらいたいと思います。太一さんがおしゃっているようにあとは体力、集中する力、持続する力をつけたいところですね。

	本田：ご希望通り、カフェなどの仕事を通して就職を目指していきましょう。

	太一：よろしくお願いします。

	六本木：ありがとうございました。それでは、サービス等利用計画を確認させてください。市役所福祉課の日比野さんいかがでしょうか。

	日比野：太一さんの自立に向けた計画書になっていると思います。

	六本木：それでは、モニタリングは平成３０年の1月になりますので、よろしくお願いいたします。今日はどうもありがとうございました。









